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釧路市文化芸術振興計画（令和５～９年度） 

第１次（令和５年度）実施計画について 

 

 

１ 実施計画の目的と構成 
 

 この実施計画は、釧路市文化芸術振興計画の具現化を目的に策定したもので

あり、釧路市文化芸術振興基本条例に定められている９つの基本方針を柱に、

行政として取り組むべき事業について、その概要等を示しています。 

 令和５年度に実施予定の事業と令和６年度以降の事業方針を記載しています。 

 
 

２ 実施計画の期間 
  

   この計画の期間は、令和５年４月から令和６年３月までの１年間とします。  

 

 

３ 対象となる事業 
 

    教育委員会並びに教育委員会所管施設（指定管理者含む）及び他部署（教育委

員会以外）における文化芸術関連事業を記載しています。 
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４ 事 業 数 

（１）文化芸術の鑑賞又は参加の機会の充実    １７ 

（２）地域の特性を反映した文化芸術の発展    ２０ 

（３）文化財の保存、活用及び継承        ２４ 

（４）アイヌ文化の保存、継承及び発展       ６ 

（５）子どもが行う文化芸術活動の充実      １２ 

（６）文化芸術を担う人材の育成          ８ 

（７）文化芸術に係る環境の整備及び充実       ７ 

（８）文化芸術に係る情報の発信及び交流の促進  １４ 

（９）その他文化芸術の振興に関する基本的な事項 １１ 

総事業数  １１９ 

 



P31~34

P35~37

P38~42

P43~47

P4~9

P10~15

P16~22

P23~25

P26~30

(8)

(5)

(6)

(7)

②

(9)

①

その他文化芸術の振興に関する基本的な事項

アイヌ文化にふれる機会や学習活動の充実

鑑賞・活動・体験機会の充実

②

(2)

(3)

アイヌ文化の保存、継承及び発展

子どもが行う文化芸術活動の充実

①

②

施設の利用の促進

文化芸術に関する情報発信の充実

交流によるネットワークの形成

(4)

多様な活動や支援を行う人材の発掘・育成

人材育成のための支援・顕彰

施設の整備充実

②

① 釧路独特の食文化の保存・継承

文化芸術に係る情報の発信及び交流の促進

①

①

②

③

文化芸術に係る環境の整備及び充実

文化芸術を担う人材の育成

観光客や長期滞在者への文化芸術の情報・機会の提供

文化芸術による地域の振興

鑑賞機会の充実

活動・参加のための場と機会の充実

関係機関との連携と文化芸術活動への支援

地域の文化遺産の保存・継承

アイヌ文化伝承のための支援

文化芸術の鑑賞又は参加の機会の充実

地域の特性を反映した文化芸術の発展

②

③

①

       釧路市文化芸術振興計画【施策の体系】

①

②

釧
路
市
文
化
芸
術
振
興
基
本
条
例
第
５
条
第
２
項
に
掲
げ
る
９
項
目

基本方針

文化財の保存、活用及び継承

施策の方向

特色ある文化芸術の創造と発信

文化財の保護と調査・研究

文化財の活用と守り続ける意識の育成②

文化芸術活動への支援

①

②

(1)

①
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イ 文化芸術団体等の自主的な活動に対し、継続して
支援を行います

イ コミュニティ施設やショッピングモール等の民間施
設など、気軽に立ち寄れる身近な場において、誰
もが文化芸術にふれる機会を提供します

ウ 障がい者の文化芸術活動を通じた社会参加を促
進するとともに、年齢、障がいのあるなしにかかわ
らず、誰もが気軽に文化芸術にふれる機会を提供
します

③ 関係機関との連携と文
化芸術活動への支援

ア 多様な芸術作品にふれられるよう道立釧路芸術館
との有機的な連携を図ります

イ 地元作家の文化芸術作品や文化的･歴史的価値
のある所蔵資（史）料等の鑑賞やふれる機会を提
供します

② 活動･参加のための場と
機会の充実

ア 生涯学習センターや交流プラザさいわいなど、市
民の日ごろの練習や活動成果の発表・参加できる
場を提供します

① 鑑賞機会の提供 ア 文化会館や美術館等において、音楽や美術作品
など、国内外の優れた文化芸術の鑑賞機会を提
供します

（１）文化芸術の鑑賞又は参加の機会の充実

施策の方向 具体的な施策
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道展・釧路移動展

最優秀作品を筆頭に、全道か
ら選りすぐりの作品が一堂にそ
ろう展覧会を開催する。

事業名

美
術
館

第97回道展・第67回釧路移動展
　期間　11月21日～26日（6日間）

継続開催する。

郷土作家展

郷土作家の作品発表の場を確
保し、市民に鑑賞機会を提供
するとともに、指導者の養成を
図る。

事業名

美
術
館

第71回釧路郷土作家展
①美術部門
　　期間　令和6年2月24日～3月3日(8日間)
②書道･写真部門
　　期間　令和6年3月16日～3月24日(8日間)

継続開催する。

施  策  の  方  向 ① 鑑賞機会の提供

常設展（ｸﾞﾗ・ｺﾚ、ﾌﾟﾁ・ｺﾚ）

主に釧路市立美術館所蔵作品
展を開催する。

特別展

釧路市立美術館を会場とする
展覧会を開催する。

事業名

美
術
館

①ｸﾞﾗｺﾚ「ﾍﾟｷﾀとめぐる！ｱｰトの旅」
　会期　4月8日～5月7日（26日間)
②ﾌﾟﾁｺﾚ「ｾﾝｽ・ｵﾌﾞ・ﾌﾞﾙｰ」
　会期　10月28日～12月10日（38日間)
③ﾌﾟﾁｺﾚ「美術をつくることば」
　会期　12月16日～令和6年2月4日(39日間)
④ﾌﾟﾁｺﾚ「美術と釧路の社会」
　会期　令和6年2月17日～令和6年3月31日（38日
間）

継続開催する。

事業名

美
術
館

①「美術館で体験！しかけ絵本の世界」
　会期　5月20日～7月2日(38日間)
②「いきもの会議　竹本万亀×田塚麻千子×吉田
傑」
　会期　7月15日～8月27日(39日間)
③「遠藤彰子展」
　会期　9月3日～10月22日(45日間)

継続開催する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

基   本   方   針 (1) 文化芸術の鑑賞又は参加の機会の充実
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①南こうせつｺﾝｻｰﾄ
②劇団四季釧路公演
③札幌交響楽団 第2930回釧路定期演奏会
④布袋寅泰ﾗｲﾌﾞﾂｱｰ
⑤ﾌﾟﾘｷｭｱｼｮｰ

継続実施する。

芸術鑑賞事業

国内外の優れた芸術文化公演
を招聘し、市民に鑑賞機会の
場を提供する。

事業名

文
化
振
興
財
団

（
生
涯
学
習
課

）

施  策  の  方  向 ① 鑑賞機会の提供

令和5年度事業計画

①北海道のｵｻﾑｼ　期間：4月22日〜6月25日
②日台炭砿交流展　期間：7月1日～7月17日
③釧路湿原展（仮称）　期間：7月22日～10月15日
④私の博物館「日本製紙釧路工場写真展」
　　期間：10月21日〜11月12日
⑤久保寺逸彦展
　　期間：11月18日〜令和6年2月3日
⑥ﾀﾝﾁｮｳｲﾗｽﾄ展　期間：未定
⑦ﾐﾆ展示「牧野富太郎とﾒｱｶﾝｷﾝﾊﾞｲ」
　　期間：4月15日～6月25日
⑧ミニ展示「炭鉱と、港と」　期間：5月13日～9月
⑨開館40周年記念　博物館を振り返る写真展
　　期間：11月3日～12月3日

継続実施する。
博
物
館

特別展・企画展の開催

自然や歴史に関わるさまざまな
ﾃｰﾏを扱った展示を行い、市
民の興味・関心を高める。

地域資料の公開

地元にゆかりのある人物や歴
史に焦点をあてた資料を公開
する。

事業名

令和6年度以降の取組

事業名

事業名 / 概要・ねらい 主管課

図
書
館

（
生
涯
学
習
課

）

引き続き図書館の５階郷土ｽﾍﾟｰｽで釧路地方の地
域資料の収集、保存に努め、北海道内の市町村
史などを所蔵と公開を行うとともに、未収集資料の
保存方法や収集方法等についても、関係機関と連
携し、検討を進めていく。

地域資料の継続した収集、保存、
公開に努める。
また、地域資料のﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀ化と
ともにWeb公開についても検討す
る。

基   本   方   針 (1) 文化芸術の鑑賞又は参加の機会の充実
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施  策  の  方  向 ② 活動･参加のための場と機会の充実

(1) 文化芸術の鑑賞又は参加の機会の充実基   本   方   針

地域文化振興事業「発表機会提
供事業」

地元文化団体の自主発表機会
を積極的に推し進めることによ
り、地域文化の底辺の拡大と振
興が図られ、より一層の文化の
活性化を促進する。

事業名

文
化
振
興
財
団

（
生
涯
学
習
課

）

①ﾅｵｺﾌｪｱﾘｰﾊﾞﾚｴ50周年記念公演
②第48回釧路高校演劇合同公演
③第45回釧路新人演奏会
④第60回釧路地区吹奏楽ｺﾝｸｰﾙ
⑤釧路交響楽団第4445回定期演奏会
⑥MOO EGGﾐﾆｺﾝｻｰﾄ

継続実施する。

展覧会事業

社会教育施設で定期的に活動
するｻｰｸﾙ等に対して、活動成
果の発表機会を提供する。

事業名

文
化
振
興
財
団

（
生
涯
学
習
課

）

①交流ﾌﾟﾗｻﾞさいわいｻｰｸﾙ
　　ｻｰｸﾙ作品発表展示会

継続実施する。

巡回展「移動博物館」

博物館企画展の成果などを活
用し、周辺町村や他地域でも
展示を行うことで、釧路地域の
自然や歴史・文化を学ぶ機会
を増やし、郷土の理解進化に
寄与する。

所蔵作品等巡回展事業

阿寒・音別地区への美術館所
蔵作品等の巡回展を実施す
る。

事業名

博
物
館

(1)ﾊﾟﾈﾙ展「春採湖の野鳥」
期間：令和5年4月6日～5月31日
会場：ｲｵﾝﾓｰﾙ釧路昭和
上記以降の具体的な日程・内容は未定であるが、
ｲｵﾝﾓｰﾙ釧路昭和及び市内郵便局等での展示を
継続的に行う。

継続実施する。

事業名

美
術
館

(１)所蔵作品巡回展（10月～11月）
　①阿寒地区展(野の花ｷﾞｬﾗﾘｰ)
　②音別地区巡回展(音別小学校･中学校)

(2)ﾏﾁﾅｶｷﾞｬﾗﾘｰ
　所蔵作品の紹介や市の展覧会のＰＲの一環とし
て実施

継続実施する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組
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作品展、巡回展、北大通特別展示を継続実施し、
LINE等による周知啓発を努める。

各
文
化
施
設

①釧路市芸術祭
　　期日　10月10日～11月5日
　　会場　生涯学習ｾﾝﾀｰ
②阿寒町総合芸術祭
　　期日　ｽﾃｰｼﾞ部門　11月3日
　　　　　　展示部門　　11月7日～16日
　　　　　　体験教室　　11月12日
　　会場　阿寒町公民館
③音別町総合文化祭
　　期日　発表部門  11月3日
　　　　　　展示部門  10月24日～11月1日
　　会場　音別町文化会館

施  策  の  方  向 ②

(1) 文化芸術の鑑賞又は参加の機会の充実基   本   方   針

継続実施する。

釧路市障がい者芸術作品展

釧路地域の障がい者の芸術作
品を展示し、障がい者の芸術
活動の啓発、自立、社会参加
を促進する。

事業名

障
が
い
福
祉
課

継続実施する。

釧路市芸術祭･阿寒町総合芸術
祭･音別町総合文化祭

地域の文化芸術団体・個人の
作品の展示やステージ発表
等、日頃の活動成果を発表す
るとともに、参加者同士の交流
を深め、ネットワークを広げる。

生涯学習ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

各種文化団体等との連携によ
り、体験講座・発表会・学習会
等の交流を行うことで、市民に
学習機会や情報を提供する。

事業名

活動･参加のための場と機会の充実

令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

事業名

生
涯
学
習
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

（
生
涯
学
習
課

）

期日　11月11日・12日
場所　釧路市生涯学習ｾﾝﾀｰ
参加団体数　60件（予定）

継続実施する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課
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事業名 / 概要・ねらい 主管課

(1) 文化芸術の鑑賞又は参加の機会の充実

施  策  の  方  向 ③ 関係機関との連携と文化芸術活動への支援

釧路市文化団体連絡協議会への
支援

釧路市文化団体連絡協議会
（釧路本部・阿寒支部・音別支
部）の活動を支援する。

道立釧路芸術館開催特別展の助
成

市民文化の振興を図るため、
文化芸術に関する事業に対
し、事業費の一部を助成する。

文化振興助成

市民文化の振興に資する文化
芸術事業に対し、事業費の一
部を助成する。

事業名

生
涯
学
習
課

道立釧路芸術館特別展開催費助成　1件

「ﾃﾞｨｽﾞﾆｰ　ｷｬｯﾂ＆ﾄﾞｯｸﾞｽ展」開催
　期間　9月16日～11月12日
　会場　道立釧路芸術館

継続して助成する。

令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

基   本   方   針

事業名

生
涯
学
習
課

加盟団体への支援
釧路市文化団体連絡協議会の運営支援
第75回釧路市芸術祭
　期日　10月10日～11月5日
　会場　生涯学習ｾﾝﾀｰ

支援を継続する。

事業名

生
涯
学
習
課

事業助成　4件

①札幌交響楽団釧路定期演奏会開催
②友好都市出水市文化交流事業
③全道高等学校郷土研究発表大会開催
④第32回ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ大会開催

継続実施する。
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ウ 本市で生まれ育った歴史と特色ある文化芸術を、
公開展示やホームページ等で広く発信し、道東の
文化拠点都市としての名を高める取組を行います

② 特色ある文化芸術の創
造と発信

ア 釧路･阿寒･音別地区それぞれに伝えられてきた地
域の郷土芸能等の交流により、ネットワークの構築
と相互の活動の活性化を図ります

イ 地元作家等による歴史や風土を活かした特色ある
文化芸術作品が数多く生み出せるよう、活動の支
援や環境の整備を行います

① 地域の文化遺産の保
存･継承

ア 広報活動や事業等を通じ、地域にある文化遺産の
存在を多くの市民に知ってもらう取組を行います

イ 地域にある貴重な文化遺産を後世に引き継いで
行くため、保存･継承のための活動を支援します。

（２）地域の特性を反映した文化芸術の発展

施策の方向 具体的な施策
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事業名

博
物
館

①ようこそ釧路へ
　　期日　令和5年4月15日・16日
　　会場　常設展示室
②展示解説の多言語化
　　韓国語の展示解説を新たに作成、Web等で公
開する。

継続実施する。あわせて、音声ガ
イドの多言語化を検討・実施して
いく。

事業名

博
物
館

本年度については、企画展の関連行事として学芸
員等による講演会を実施する（年２回）。

継続実施する。

事業名

文
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

文学館ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰ委員会の意見を取り入れながら
年4回の企画展示を実施するとともに、地元出身作
家の著書や著書に使用された挿絵原画の絵葉書
の販売等により、釧路の文学の普及に取り組む。

継続して取り組む。

学芸員展示解説

博物館常設展および特別展に
ついて、展示内容にﾌﾟﾗｽして
学芸員が来館者に情報提供す
る。また、音声ｶﾞｲﾄﾞの貸出を行
い、文字・音声によっても情報
提供する。

釧路地域の文学紹介

釧路文学館において、釧路の
文学の歴史をひも解く手がかり
となる、多くの文学資料を公開
し、市民が文学にふれる機会
を提供する。

博物館学芸員トーク

学芸員の調査研究活動を広く
紹介する機会を提供する。学
芸員が担当分野の調査･研究
活動や最新の話題等について
各ﾃｰﾏごとに発表する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

郷土芸能保存活動への支援

郷土芸能等地域の貴重な文化
遺産を保存・継承するための支
援を行う。

基   本   方   針 (2) 地域の特性を反映した文化芸術の発展

施  策  の  方  向 ① 地域の文化遺産の保存･継承

事業名

生
涯
学
習
課

音別町郷土芸能保存会、春採ｱｲﾇ古式舞踊釧路ﾘ
ﾑｾ保存会、阿寒ｱｲﾇ民族文化保存会への支援。

支援を継続する。
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事業名

博
物
館

事業名

博
物
館

事業名

(1)ﾊﾟﾈﾙ展「春採湖の野鳥」
期間：令和5年4月6日～5月31日
会場：ｲｵﾝﾓｰﾙ釧路昭和
上記以降の具体的な日程・内容は未定であるが、
ｲｵﾝﾓｰﾙ釧路昭和及び市内郵便局等での展示を
継続的に行う。

継続実施する。

【再掲】巡回展「移動博物館」

博物館企画展の成果などを活
用し、周辺町村や他地域でも
展示を行うことで、釧路地域の
自然や歴史・文化を学ぶ機会
を増やし、郷土の理解進化に
寄与する。

博
物
館

企画展・私の博物館「日本製紙釧路工場写真展」
期間　10月21日〜11月12日
会場　博物館ﾏﾝﾓｽﾎｰﾙ

継続実施する。

特別展・私の博物館

市民の方のｺﾚｸｼｮﾝ・思い出の
品々などを、資料提供者ととも
に協働して企画・展示する。

期日　令和5年9月（調整中）
場所　石炭産業にかかわる現場
定員　20人（事前応募・抽選）
釧路市石炭産業対策協議会（釧路市産業推進
室）と共催

継続実施する。

釧路産業史講座

石炭産業や農林業、水産業、
港湾鉄道など、釧路地域の発
展を支える産業の現場を見学
し、その歴史についても学ぶ機
会とする。

博
物
館

企画展関連のﾃｰﾏなど、市民ﾆｰｽﾞも勘案しながら
開催する。

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ「標本は未来へのおくりもの」
期日　4月23日

継続実施する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課

博物館講演会

外部の講師を招いて、自然や
歴史に関わるﾃｰﾏを取り上げ
て、市民の興味・関心を高め
る。

基   本   方   針 (2) 地域の特性を反映した文化芸術の発展

施  策  の  方  向 ① 地域の文化遺産の保存･継承

令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

事業名
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事業名

図
書
館

（
生
涯
学
習
課

）

期日　随時
会場　図書館
内容
郷土資料に関わる関係機関や研究者、郷土を知
る市民との連携、協力をもとに、釧路の歴史、文化
を伝える講座や講演会を実施する。

継続実施する。関係機関との連携により、地域
の歴史や文化の情報発信を行
うことで、次世代へ伝える役割
を果たすことを目的とする。

事業名

博
物
館

期日　令和5年12月27日
会場　博物館講堂
参加対象　小中学生並びにその保護者

継続実施する。

基   本   方   針 (2) 地域の特性を反映した文化芸術の発展

施  策  の  方  向 ① 地域の文化遺産の保存･継承

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

おそなえもちをつくろう

日本の文化である正月行事や
もち等に関する事柄をｸｲｽﾞ形
式で学ぶとともに、もちつきや
おそなえ作りの体験を通して伝
統・習慣を学ぶ。

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

・見学希望者に対しては随時公開する。
・「所蔵資料展」としてお盆時期の8月中旬に一般
公開する。
・地域学習会等での公開（阿寒小総合学習等）

継続実施する。

郷土資料所蔵室事業

衣食住、教育、農林業他、阿
寒の貴重な資料を公開する。

郷土講座

事業名

博
物
館

「化石ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ教室」
期日：令和5年8月上旬
会場：博物館講堂
対象：小・中学生20名
化石について解説し、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞの体験を行う。

継続実施する。

化石・地質講座

郷土の地質や化石に関するこ
とがらを学び、体験しながら、そ
れらへの関心を高める機会を
提供する。
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地域学習や体験活動を通し
て、ふるさとの良さや自然の大
切さを学ぶとともに、将来のﾘｰ
ﾀﾞｰ養成事業を行う。

事業名

音
別
町
ふ
れ
あ
い
図
書
館

（
音
別
生
涯
学
習
課

）

音
別
生
涯
学
習
課

｢蕗まつり音頭の会｣の協力により、音別小・中学校
の児童生徒に指導を行う。
　指導回数　小学校2回、中学校2回

音別地域の生活や産業･文化
の歴史を振り返ることのできる
資料及び出土品の展示室を開
放することにより､郷土の歴史･
文化を伝承する。

事業名

場所  音別町ふれあい図書館 2階
開放日時  月曜日～日曜日 10:00～17:00

展示室の利用促進を目的とした町内周知と併せ、
PRを兼ねた展示会を引き続き図書館ﾛﾋﾞｰで行う。

基   本   方   針 (2) 地域の特性を反映した文化芸術の発展

施  策  の  方  向 ① 地域の文化遺産の保存･継承

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

ﾁｬﾚﾝｼﾞｽｸｰﾙ

継続実施する。

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

継続実施する。

郷土芸能「蕗まつり音頭」の伝承
活動

音別地区の郷土芸能の一つで
ある「蕗まつり音頭」を児童生
徒に指導し､学校行事の際に
披露する事で郷土芸能の保
存･伝承のための人材育成を
ねらいとする｡

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

期間　令和5年5月～令和6年3月（4講座）
内容　阿寒学講座
　　　　①「ﾏﾘﾓの保護・保全活動」
　　　　②「ﾏﾘﾓ生息地環境保全活動（清掃）」
　　　　③「ﾀﾝﾁｮｳ生息地観察（ ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ）」
　　　　④「化石発掘体験」

継続実施する。

郷土資料の展示

継続実施する。

阿寒町郷土資料収蔵室移動展示

阿寒地域の生活や産業･文化
の歴史を振り返ることのできる
郷土資料を公民館ﾛﾋﾞｰに展示
することにより､阿寒の歴史･文
化を伝承する。

展示内容を検討し､阿寒町公民館で定期的に展
示
を行う。
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事業名

音
別
生
涯
学
習
課

活動費の助成､音別町文化会館の定期利用など
に係る利用の調整､発表機会の提供などの支援を
行う｡また、活動に対しての新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症
予防対策に対する支援を行う。

支援を継続する。

音別町郷土芸能保存会活動への
支援

音別地区の郷土芸能の保存･
伝承と､郷土芸能保存会の自
主的な活動を支援するため､一
部の施設を優先的に利用でき
るよう配慮し､使用料金の減
免、免除を行っている｡

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

活動を継続するため発表機会の提供や支援を行
う。

支援を継続する。

郷土芸能の保存･伝承

丹頂ほろろん会等、阿寒町の
郷土芸能を保存・継承するた
め、活動に対し支援を行う。

引き続き図書館の５階郷土ｽﾍﾟｰｽで釧路地方の地
域資料の収集、保存に努め、北海道内の市町村
史などを所蔵と公開を行うとともに、未収集資料の
保存方法や収集方法等についても、関係機関と連
携し、検討を進めていく。

地域資料の継続した収集、保存、
公開に努める。
また、地域資料のデジタルデータ
化とともにＷｅｂ公開についても検
討する。

【再掲】地域資料の公開

地元にゆかりのある人物や歴
史に焦点をあてた資料を公開
する。

事業名

図
書
館

（
生
涯
学
習
課

）

事業名

美
術
館

第71回釧路郷土作家展
①美術部門
　　期間　令和6年2月24日～3月3日(8日間)
②書道･写真部門
　　期間　令和6年3月16日～3月24日(8日間)

継続開催する。

【再掲】郷土作家展

郷土作家の作品発表の場を確
保し、市民に鑑賞機会を提供
するとともに、指導者の養成を
図る。

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

施  策  の  方  向 ② 特色ある文化芸術の創造と発信

地域の特性を反映した文化芸術の発展基   本   方   針 (2)
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文化財の活用と守り続
ける意識の育成

②

ウ 歴史的価値の高い文化遺産については、釧路市
指定文化財に指定し、恒久的な保護･保全を行い
ます

「阿寒湖のマリモ」や「北斗遺跡」等の文化財を活
用した活動への参加促進と、愛護･保護のための
啓発活動を推進します

本市の貴重な文化財や地域資（史）料等の情報を
ホームページ等で広く発信し、文化財への関心を
高める取組を進めます

ウ

ア

イ 地域や学校において、文化財に関する学習機会
を充実させるなど、文化財に対し興味･関心が高ま
る取組を行います

① 文化財の保護と調査･
研究

ア 次世代に継承しなければならない貴重な文化財
や歴史的資料の保護･保全を図ります

イ 文化財となっている希少動物の保護･増殖や、野
生復帰を進めるための調査･研究を行い、その成
果を公表し情報を発信します

（３）文化財の保存、活用及び継承

施策の方向 具体的な施策
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基   本   方   針 (3) 文化財の保存、活用及び継承

施  策  の  方  向 ① 文化財の保護と調査･研究

主管課 令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

指定文化財の審議

博
物
館

文化財保護審議会の開催（年1回）
・市内の文化財の現状把握等
・本行寺の登録有形文化財登録申請に係る進捗
報告等

継続して審議会を開催する。

事業名

博
物
館

市内関係施設や小中学校での文化財ﾏｯﾌﾟ活用促
進を促す。
随時、最新の情報への更新を行う。

継続実施する。

事業名 / 概要・ねらい

釧路市文化財保護審議会にお
いて、釧路市の文化財の現状
をふまえ、新たな指定文化財
について適宜検討を行う。

「文化財ﾏｯﾌﾟ」の活用

市民ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを募り、平成26年
度にﾆｭｰｱﾙ作成した文化財ﾏｯ
ﾌﾟの活用を促進する。

事業名

出前講座「動物園のお仕事」、「ﾀ
ﾝﾁｮｳ学び隊」

動物園の取組への理解を通じて、
希少な動物の保全について考え
る。

事業名

動
物
園

申込み団体と講座内容を調整しながら、事業を実
施する。

継続して実施する。

郷土史のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化

原本、紙、印刷物等で保存さ
れている郷土資料をﾃﾞｼﾞﾀﾙ化
し、保存、活用することで、地域
の歴史と文化を未来へ伝えるこ
とを目指すもの。

事業名

図
書
館

（
生
涯
学
習
課

）

保存や活用の観点からﾃﾞｼﾞﾀﾙ化が望ましいと考え
られる地域史料についても、ﾃﾞｰﾀ形式や作業効率
等を含めた検討と整理を進めていく。

地域史料のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化に向けた検
討及び整理と公開を継続する。
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ﾀﾝﾁｮｳ越冬地の保全と、保護に
対する普及啓発活動を継続す
る。

基   本   方   針 (3)

施  策  の  方  向

文化財の保存、活用及び継承

文化財の保護と調査･研究

事業名 / 概要・ねらい 主管課

鶴公園、ﾂﾙｾﾝﾀｰ、動物園において、新たなつが
い形成を含め飼育下繁殖を推進し、遺伝的に健
全な飼育下集団の形成を図る。
人工授精の技術習得に努める。

野生ﾀﾝﾁｮｳにおける感染症に関
する調査事業

事業名

事業名

動
物
園

野生ﾀﾝﾁｮｳの感染症の現状を
把握する。

ﾀﾝﾁｮｳ生息域外保全事業

動
物
園

越冬分布調査に協力する。また、ねぐらの監視に
も努め、良好な越冬環境の維持に努める。

ﾀﾝﾁｮｳの保護・調査研究事業

阿寒・音別地区でﾀﾝﾁｮｳの保
全と教育普及活動を行う。

事業名

NPO法人「ﾀﾝﾁｮｳ保護ｸﾞﾙｰﾌﾟ」と
の共同調査･啓発活動

動物園に保護収容されたﾀﾝﾁｮ
ｳに足環や発信機を装着し、追
跡を行ないながら、情報発信を
行い、地域でﾀﾝﾁｮｳと共に暮ら
していく意義を学びあう。

事業名

令和6年度以降の取組

取組を継続する。

①

動
物
園

日本大学と酪農学園大学で行われている研究に
協力する。死亡したﾀﾝﾁｮｳの病理検査や寄生虫検
査も継続して行う。

継続して調査を行い、結果の公
表等を検討する。

動
物
園

放鳥可能な野生傷病ﾀﾝﾁｮｳが収容されたときに、
NPO法人と協力して足環もしくは発信機を装着し
て放鳥することを試みる。また、過去の放鳥ﾀﾝﾁｮｳ
の追跡調査を行い、得られた情報を一般市民に分
かりやすく伝える。

傷病ﾀﾝﾁｮｳの放鳥およびその後
の追跡調査を継続する。

令和5年度事業計画

北海道系ﾀﾝﾁｮｳの保護増殖を
推進する。
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事業名

博
物
館

（１）市内全域の生息調査を継続して進めていく。
（２）市内学校への教育普及事業、博物館における
展示の充実を図る。
（３）事業者へのｷﾀｻﾝｼｮｳｳｵ生息適地ﾏｯﾌﾟの配布
や周知を通して、保護に対して協力を求めていく。

継続実施する。

ｷﾀｻﾝｼｮｳｳｵの保護・調査研究事
業

ｷﾀｻﾝｼｮｳｳｵの卵嚢の調査を
通して生息状況を把握するとと
もに保護に向けた情報を発信
する。

事業名

動
物
園

希少鳥類に関する増殖技術向上や飼育繁殖を通
じた自然環境保全の普及啓発を図る。
保護意識醸成のための情報発信の取組として、北
海道ｿﾞｰﾝﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄｶﾞｲﾄﾞ、団体へのﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞでの
ｶﾞｲﾄﾞ等で希少鳥類が置かれている状況の説明な
どを実施し情報発信を行う。

ｼﾏﾌｸﾛｳについては3ﾍﾟｱ、ｸﾏﾀｶで
は1ﾍﾟｱの確保と繁殖成功を目標と
する。ｵｵﾜｼ等については、移動
先がある場合に繁殖させる。
情報発信についても継続して取り
組む。

シマフクロウ生息域外保全事業

ｼﾏﾌｸﾛｳの保護増殖を推進す
る。

事業名

動
物
園

継続して繁殖を進めるとともに、ｼﾏﾌｸﾛｳを貸与し
ている国内の動物園や環境省と協力して、繁殖つ
がいの形成に取り組み、遺伝的に健全な飼育集
団の形成を図る。

遺伝的に健全な飼育集団の形成
を目標に、北海道内で5つの繁殖
つがいを確保する。

希少鳥類の保護･増殖事業

ﾀﾝﾁｮｳ、ｼﾏﾌｸﾛｳ、ｵｼﾞﾛﾜｼ、ｵ
ｵﾜｼ、ｸﾏﾀｶ等の希少鳥類の増
殖とそのための技術の開発及
び保護思想の涵養のための情
報発信を行う。

施  策  の  方  向 ① 文化財の保護と調査･研究

事業名

動
物
園

死亡したﾀﾝﾁｮｳの解剖検査を続け、死亡要因を解
明し、今後の保護活動に生かしていく。また、傷病
の治療を行い、治癒したものは野外復帰をさせる。
野外復帰不可能な個体は飼育下での繁殖個体と
して活用していく。

ﾀﾝﾁｮｳの死亡要因の解明を続ける
とともに、保護収容されたﾀﾝﾁｮｳを
今後の保護のために活用を継続
する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

傷病ﾀﾝﾁｮｳの保護･収容事業

傷病ﾀﾝﾁｮｳの保護収容及び死
亡原因の調査を行う。

基   本   方   針 (3) 文化財の保存、活用及び継承
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事業名

キタサンショウウオ保全に向けた
庁内情報共有の実施

ｷﾀｻﾝｼｮｳｳｵの保全に向けて、
庁内での情報共有の場としてｷ
ﾀｻﾝｼｮｳｳｵ庁内ﾈｯﾄﾜｰｸ会議を
立ち上げ、保全対策を進めて
いく。

事業名

期間　令和5年11月中旬～12月上旬
場所　新釧路川河川敷

本事業は、復元竪穴住居を維持
管理する上で不可欠であること
から、今後も継続実施する。

継続実施する。

ﾏﾘﾓの保護事業

「ﾏﾘﾓ保護管理計画」に基づ
き、ﾏﾘﾓの保護事業を継続す
る。

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

博
物
館

北斗遺跡復元住居補修等環境整
備

国史跡北斗遺跡に復元した竪
穴住居の維持管理の一環とし
て、北斗遺跡竪穴の会および
指定管理者との協働により、補
修用屋根材(ﾖｼ)の採取作業を
行う。

施  策  の  方  向 ①

文化財の保存、活用及び継承

文化財の保護と調査･研究

事業名

事業名 / 概要・ねらい

春採湖のﾋﾌﾞﾅの保護・調査研究
事業

ﾋﾌﾞﾅの生息状況等を調査し保
護対策につなげる。

基   本   方   針 (3)

ﾏﾘﾓ群生地において、ﾏﾘﾓの生育を脅かす水草の
除伐作業を市民協働により実施し、ﾏﾘﾓ育成環境
の改善を図る。

博
物
館

主管課

ﾋﾌﾞﾅ産卵状況調査を継続して実施する。 継続実施する。

令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

 
博
物
館

（１）市内全域の生息調査を継続して進めていく。
（２）市内学校への教育普及事業、博物館における
展示の充実を図る。
（３）事業者へのｷﾀｻﾝｼｮｳｳｵ生息適地ﾏｯﾌﾟの配布
や周知を通して、保護に対して協力を求めていく。

継続実施する。
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まちなか企画展

地域の遺跡から出土した考古
資料による企画展の開催を通
して、市民の文化財意識の醸
成や郷土の歴史・文化に対す
る学習機会を提供する。また、
会場を市中心部に設定するこ
とにより市街地活性化を側面か
ら支援する。

事業名

博
物
館

ﾃｰﾏ　ｻﾃﾗｲﾄ展「土器の文様・拓本・ﾃﾞｻﾞｲﾝ（仮
称）」
期日　７月後半～９月まで（夏休み中）
会場　釧路市立博物館、北斗遺跡展示館ほか

継続実施する。

こどもいきもの講座「ｷﾀｻﾝｼｮｳｳｵ
産卵観察会」

座学と現地観察会を通じて、天
然記念物ｷﾀｻﾝｼｮｳｳｵの生態
や現状を学び、保護について
考える。

【再掲】博物館学芸員ﾄｰｸ

学芸員の調査研究活動を広く
紹介する機会を提供する。学
芸員が担当分野の調査･研究
活動や最新の話題等について
各ﾃｰﾏごとに発表する。

事業名

 
博
物
館

本年度については、企画展の関連行事として学芸
員等による講演会を実施する（年２回）。

継続実施する。

事業名

博
物
館

こどもいきもの講座「ｷﾀｻﾝｼｮｳｳｵ産卵観察会」
　期日　令和5年4月22日　場所　環境省釧路湿原
野生生物保護センターほか
　内容　座学で湿原やｷﾀｻﾝｼｮｳｳｵの生態や現状
について学んだ後で釧路市街地近郊の産卵場に
移動して観察会をおこなう。
　対象　小中学生と保護者

継続実施する。

事業名

博
物
館

市内関係施設や小中学校での文化財ﾏｯﾌﾟ活用促
進を促す。
随時、最新の情報への更新を行う。

継続実施する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

【再掲】「文化財ﾏｯﾌﾟ」の活用

市民ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを募り、平成26年
度にﾆｭｰｱﾙ作成した文化財ﾏｯ
ﾌﾟの活用を促進する。

施  策  の  方  向 ② 文化財の活用と守り続ける意識の育成

基   本   方   針 (3) 文化財の保存、活用及び継承
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令和5年度による事業検討をもっ
て判断する。

まが玉を作ろう

先史時代の装飾品である石製
まが玉の製作体験を通して、地
域の歴史や先史文化への理解
を深める。

事業名

博
物
館

市内4箇所5遺跡ある国指定史跡
を対象として、年１回を目標に、
継続実施する。

国史跡等探訪会

市内に所在する国指定史跡を
見学し、多様な時代、性格をも
つ郷土の史跡に対する理解を
深める。

竪穴住居屋根ふき体験

北斗遺跡竪穴の会、釧路市立
博物館友の会と共催し、釧路
市北斗遺跡ふるさと歴史の広
場で「竪穴住居で屋根ふき体
験」を開催する。

期日　令和5年5月6日
会場　史跡北斗遺跡展示館・遺跡現地

まちなみ歴史探訪会「城山周辺の遺跡とまちなみ」
（仮称）
期日　令和5年8月27日
場所　城山周辺

事業名

事業名

事業名

博
物
館

事業名 / 概要・ねらい 主管課

夏休み親子土器作り教室

親子が釧路市内から出土した
縄文土器を観察し、その製作
体験を通して、地域の歴史や
先史文化への理解を深める。

施  策  の  方  向 ②

基   本   方   針 (3)

令和6年度以降の事業開始に向けた内容の検討

文化財の保存、活用及び継承

文化財の活用と守り続ける意識の育成

令和5年度による事業検討をもっ
て判断する。

令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

令和6年度以降の事業再開に向けた内容の検討

博
物
館

博
物
館

継続実施する。

22



イ 学校との連携により、アイヌ語学習やムックリの演
奏活動等の出前授業、ふるさと教育事業等を通
じ、アイヌ民族の歴史・文化の理解を深める取組を
進めます

ウ 関係機関・団体等と連携し、「アイヌ民族の伝統的
生活空間（イオル）」の再生に向けた事業を推進
し、アイヌ文化の保存と伝承を図るとともに、文化
知見を伝承する取組を進めます

② アイヌ文化にふれる機
会や学習活動の充実

ア アイヌ語の地名に関する学習やアイヌ料理の教室
など、アイヌ文化に興味･関心をもてる学習活動を
推進します

イ 市民団体や民間等が主体的に実施するアイヌ文
化伝承活動に関し、情報の発信や支援を行いま
す

（４）アイヌ文化の保存、継承及び発展

施策の方向 具体的な施策

① アイヌ文化伝承のため
の支援

ア 「アイヌ古式舞踊」など、アイヌ民族の伝統文化の
保存･継承のため、保存会等が行っている伝承活
動を支援します
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高齢者ｺﾐｭﾆﾃｨ活性化による文化
知見の伝承・共有化事業

ｱｲﾇ民族の高齢者が持つ文化
知見（歌、踊り、工芸、料理、儀
式）等を次世代に受け継ぎ、ま
た、山本多助氏の記述したﾉｰﾄ
や資料を翻刻・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化して
いく。

事業名

生
涯
学
習
課

ｱｲﾇ民族の高齢者の文化知見の聞取り調査の実
施や伝承会の開催。
山本多助氏記述ﾉｰﾄ・資料の翻刻・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化、及
び日本語表記、索引の作成等について実施。

聞取り調査した内容を翻刻・ﾃﾞｼﾞﾀ
ﾙ化していく。
山本多助氏記述ﾉｰﾄのﾃﾞｼﾞﾀﾙ化
について、ｱｲﾇ語・日本語表記、
索引の作成等を実施。

ｲｵﾙ再生事業の推進

ｱｲﾇ文化の継承を図るため、ｲｵ
ﾙ（ｱｲﾇの伝統的生活空間）再生
事業を推進する。

事業名

生
涯
学
習
課

「伝統的なｱｲﾇ文化・生活の場の再生支援事業年
次別事業計画」に基づき事業実施

年次別事業計画に基づく事業の
実施

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

ｱｲﾇ民族文化保存･伝承のための活動に対し支援
する。

支援を継続する。

阿寒ｱｲﾇ民族文化保存会活動助
成

阿寒ｱｲﾇ民族文化保存会活動
助成

事業名

生
涯
学
習
課

ｱｲﾇ古式舞踊の保存及び伝承のための活動に対
し支援する。

支援を継続する。

春採ｱｲﾇ古式舞踊釧路ﾘﾑｾ保存
会助成

春採ｱｲﾇ古式舞踊釧路ﾘﾑｾ保
存会へ運営費の一部を助成
し、ｱｲﾇの伝統芸能・儀式等の
保存に努める。

基   本   方   針 (4) アイヌ文化の保存、継承及び発展

施  策  の  方  向 ① アイヌ文化伝承のための支援

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組
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事業名

ｱｲﾇ文化に触れる機会の提供

ｱｲﾇ文化の理解や関心を深め
るためｱｲﾇ文化の体験や学習
を行う。

事業名

アイヌ関連授業への支援（アイヌの歴史や
文化に関する学習プログラム）

ｱｲﾇ民族の歴史・文化への理
解を深めるため、学校と連携
し、出前授業を行うなど、学習
機会の拡充に努める。

事業名 / 概要・ねらい

(4) アイヌ文化の保存、継承及び発展基   本   方   針

施  策  の  方  向 ② アイヌ文化にふれる機会や学習活動の充実

令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

教
育
支
援
課

生
涯
学
習
課

主管課

①博物館や釧路ｱｲﾇ協会の協力を得ながら授業
を行い、実践事例を市内各校に紹介する。
②博物館や釧路ｱｲﾇ協会等の協力を得ながら授
業で活用できる資料を作成する。

継続実施する。

まなぼっと市民学園講座（釧路市生涯学習ｾﾝﾀｰ）
　①まなぼっとｼﾆｱ講座
　　　「根釧原野とｱｲﾇ文化」
　　　期日　7月27日（木）
　　　場所　標茶町博物館他
　②釧路学教養講座
　　　「アイヌの子供たちへ愛情を注ぎ続けた教師
　　　　　　～永久保秀二郎と三浦政治～」
　　　期日　11月18日（土）
　　　場所　まなぼっと幣舞

継続実施する。

関
係
各
課
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学校での文化部活動の地域移行を見すえ、子ども
の文化芸術活動を支えるため、活動の環境充実に
向け、学校や関係機関・団体による体制構築に取
り組みます

ウ

イ 「アウトリーチ事業」や「芸術劇場」の実施など、学
校や地域等の身近な場所で質の高い文化芸術を
鑑賞・活動･体験できる機会を確保します

ウ 学校と地元文化団体が連携し、子どもたちが文化
芸術にふれる機会の創出や活動へのサポートを
促進します

エ 学校と町内会が連携するなど、地域での伝統行事
や文化的行事への子どもたちの参加を促します

オ 障がいのあるなしにかかわらず、子どもたちが文化
芸術を鑑賞、体験できる機会を提供します

② 文化芸術活動への支援 全道・全国規模の大会に出場する小中高校生に
対し、派遣助成等の支援を行います

ア

イ 地元で開催する小中高校生の全道・全国規模の
大会等への開催助成を行います。

（５）子どもが行う文化芸術活動の充実

施策の方向 具体的な施策

① 鑑賞･活動･体験機会の
充実

ア 美術館「アートスクール事業」等による、優れた文
化芸術の鑑賞や文化芸術にかかわる活動･体験
機会を提供します
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各種ｲﾍﾞﾝﾄの実施

ﾍﾟｷﾀ工作広場や生涯学習ﾌｪｽ
ﾃｨﾊﾞﾙ（まなﾄﾋﾟｱ）等での文化
芸術活動を通じ、子どもたちの
感性や芸術力を育む。

事業名

美
術
館

①各展覧会関連事業
　　期日：展覧会開催に合わせて実施
②ﾍﾟｷﾀ工作広場
　　期日：GW、冬休み(予定）
③まなﾄﾋﾟｱ
　　期日：令和5年11月11日・12日

継続実施する。

ｱｰﾄｽｸｰﾙ事業

生涯学習ｾﾝﾀｰﾊﾞｽを活用する
など、園児･児童･生徒が美術
館に来館しやすい環境を整備
するとともに、学芸員の解説等
を含めた鑑賞環境を創出し、
感性や芸術力を育む。

事業名

美
術
館

ｱｰﾄｽｸｰﾙ事業の活用について、幼稚園や保育
園、小・中学校等へ周知を図る。

【内容】
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ1　鑑賞、作品解説
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ2　鑑賞、読み聞かせ
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ3　鑑賞、美術館探検

継続実施する。

学校での文化芸術活動の支援

身近にふれることができる文化
芸術活動の取組として、学校に
おいてお茶やお花などの伝統
芸能等の文化芸術活動を指導
いただく文化団体等に対し支
援する。

各種講習会等開催助成

小中学生・高校生等が国内外
の優れた文化芸術に接し、体
験する機会を提供する事業に
対して助成を行う。

事業名

生
涯
学
習
課

実施校数：15校程度
総回数：40回
受講人数：1,000名
期間　令和5年5月～令和6年3月

支援を継続する。

事業名

生
涯
学
習
課

児童・生徒を対象に優れた芸術文化の指導体験
機会を提供する事業に対し助成を行う。

助成を継続する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

基   本   方   針 (5) 子どもが行う文化芸術活動の充実

施  策  の  方  向 ① 鑑賞･活動･体験機会の充実
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期日  未定（阿寒地区と同時期開催予定）
会場  学校体育館又は文化会館等
対象  小･中学生
内容  未定

継続実施する。

芸術劇場の開催（音別地区）

多様な芸術文化に触れ、豊か
な感性や個性を育む機会の提
供

事業名

音
別
生
涯
学
習
課

期日　未定（音別と同時期開催）
場所　阿寒町公民館
対象　小学生
内容　伝統芸能音楽（予定）

継続実施する。

芸術劇場の開催（阿寒地区）

様々な芸術文化に触れ､豊か
な感性や個性を育む機会の提
供（小学生対象）

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

博
物
館

「化石ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ教室」
期日　令和5年8月上旬
会場　博物館講堂　　対象　小・中学生20名
化石について解説し、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞの体験を行う。

継続実施する。

【再掲】化石・地質講座

郷土の地質や化石に関するこ
とがらを学び、体験しながら、そ
れらへの関心を高める機会を
提供する。

学校教育への支援

小中学校からの依頼により、博
物館内展示物説明や出前授
業等、学習支援を行う。

事業名

令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

事業名

博
物
館

展示の解説や出前授業等を通じ、釧路市の自然、
歴史、文化を伝える。

対象　小中学校児童生徒
継続実施する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課

基   本   方   針 (5) 子どもが行う文化芸術活動の充実

施  策  の  方  向 ① 鑑賞･活動･体験機会の充実
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学校部活動の環境整備

学校での文化芸術部活動の地
域移行を見すえ、学校・関係団
体等連携による環境整備を進
める。

事業名

生
涯
学
習
課

・釧路市文化団体連絡協議会との協議
・教育委員会内での協議

継続する。

地域文化振興事業「少年少女の
芸術活動支援」

次代を担う青少年の芸術文化
活動の底辺拡大のため育成支
援を行う。

【再掲】郷土芸能「蕗まつり音頭」
の伝承活動

音別地区の郷土芸能の一つで
ある「蕗まつり音頭」を児童生
徒に指導し､学校行事の際に
披露する事で郷土芸能の保
存･伝承のための人材育成を
ねらいとする｡

事業名

文
化
振
興
財
団

（
生
涯
学
習
課

）

人材育成事業
①青少年の文化芸術活動の支援
②青少年の文化芸術活動の支援(発表活動）
③ｱｳﾄﾘｰﾁ事業

支援を継続する。

施  策  の  方  向 ① 鑑賞･活動･体験機会の充実

事業名

音
別
生
涯
学
習
課

｢蕗まつり音頭の会｣の協力により、音別小・中学校
の児童生徒に指導を行う。
　指導回数　小学校2回　中学校2回

継続実施する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

基   本   方   針 (5) 子どもが行う文化芸術活動の充実

29



全道・全国大会派遣助成
全道・全国大会開催助成

小中学生・高校生等が文化芸
術ｺﾝｸｰﾙ等で全国・全道大会
に出場する際に対象者に対し
て経費の助成を行う。
地元で開催される小中高等学
校の全国・全道大会規模の大
会等に対し、開催経費の一部
を助成する。

施  策  の  方  向 ② 文化芸術活動への支援

令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

事業名

生
涯
学
習
課

児童・生徒が予選等を経て、全道的な規模以上の
発表会等に出場する際に助成を行う。

助成を継続する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課

基   本   方   針 (5) 子どもが行う文化芸術活動の充実
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イ 文化芸術の振興に貢献した個人・団体を顕彰しま
す

イ 文化芸術活動や文化施設の運営を支えるボラン
ティアの育成に努めます

ウ 文化芸術に関する情報を広く発信する市民ボラン
ティアを育成します

② 人材育成のための支
援･顕彰

ア 地元芸術家や郷土作家に対し成果発表の場を提
供するなど、自主的な創作活動を支えます

（６）文化芸術を担う人材の育成

施策の方向 具体的な施策

① 多様な活動や支援を行
う人材の発掘･育成

ア 豊富な知識や技術をもち、創造的な活動を行う人
材を「生涯学習人材バンク」に登録するなど、市民
の文化芸術活動を支援する人材を発掘・育成しま
す
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市民の活動の場の提供と活動
の支援を行うことを目的に、地
域での天文普及活動において
ﾘｰﾀﾞｰとなる人材の育成を行
う。

事業名

生
涯
学
習
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

（
生
涯
学
習
課

）

市民学園講座「まなぼっとｼﾆｱ講座（わくわくｾｶﾝﾄﾞ
ﾗｲﾌ）」の中で実施する。

期間　10月19日～12月14日
参加者　120人
回数　全6回
内容　ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動のｽｽﾒ、やってみようﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
体験、体の不自由な人に出会ったら、基礎的な応
急手当、まちづくりとﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（講話）の実施

継続実施する。

図書館ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ育成

図書館ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ養成講座を開
催し、市民ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの参画促
進を目的とする。

事業名

図
書
館

（
生
涯
学
習
課

）

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ養成講座開催を継続し、市民の図書館
運営への参画を促進するとともに、現在参画いた
だいているﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの方々が、中央図書館の利用
案内役も果たせるような講座内容を検討する。
また、子どもの読書活動支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの育成や活
動の支援に係る内容の研修、実技指導等を引き
続き実施していく。

継続して講座を開催する。

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の学習

受講後、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱや地域貢献
活動として実践できる学習機会
を提供する。

生涯学習人材ﾊﾞﾝｸ登録制度

天文指導員養成講座

豊富な知識や技術をもつ方々
が、文化･ｽﾎﾟｰﾂ活動等の市民
ﾆｰｽﾞに対し、講師として様々な
場で活躍していただく指導者
登録制度である。登録者を発
掘するとともに、活動の場を提
供する。

事業名

生
涯
学
習
課

登録者増員と活動の場を増やすため、各社会教
育施設、ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ、市PTA連合会等に登録者
情報を設置するとともに、関係機関・団体に登録を
働きかける。
また、広報くしろ、市のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等を活用し広報
活動を行う。

継続実施する。

事業名

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

例年通り、秋季に天文指導員養成講座を実施する
(全8回開催予定)。

継続実施する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

基   本   方   針 (6) 文化芸術を担う人材の育成

施  策  の  方  向 ① 多様な活動や支援を行う人材の発掘･育成
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事業名

市民が楽しいひとときを過ごすことができるようにﾎﾞ
ﾗﾝﾃｨｱを育成に務める。
･ｶﾞｲﾄﾞﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ　通年
・ｲﾍﾞﾝﾄﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ　通年

継続して育成に努める。

動物園ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ養成事業

動物ｶﾞｲﾄﾞやｲﾍﾞﾝﾄ補助を行う
ためのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの育成を図る。

事業名

動
物
園

こ
ど
も
遊
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

市民の知的好奇心に応じた内容の研修も含めて
展開したい。

研修機会を継続して提供する。

こども遊学館ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ研修

広く市民が遊学館ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとし
て活躍できるよう、さまざまな内
容の研修を行い、市民の活動
を支援する。

令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組事業名 / 概要・ねらい 主管課

基   本   方   針 (6) 文化芸術を担う人材の育成

施  策  の  方  向 ① 多様な活動や支援を行う人材の発掘･育成
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釧路市文化賞・文化奨励賞

釧路市文化賞条例に基づき、
本市の文化の発達に著しく貢
献したと認められる個人又は団
体を顕彰し、文化賞・文化奨励
賞を授与する。

【再掲】郷土作家展

郷土作家の作品発表の場を確
保し、市民に鑑賞機会を提供
するとともに、指導者の養成を
図る。

事業名

生
涯
学
習
課

文化賞・文化奨励賞授与
授賞式　11月3日(文化の日)開催予定

継続して行う。

② 人材育成のための支援・顕彰施  策  の  方  向

事業名

美
術
館

第71回釧路郷土作家展
①美術部門
　　期間　令和6年2月24日～3月3日(8日間)
②書道･写真部門
　　期間　令和6年3月16日～3月24日(8日間)

継続開催する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

基   本   方   針 (6) 文化芸術を担う人材の育成
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ウ 各施設がもつ知識や専門性を結び、市民ニーズ
や時代に即した参加しやすい事業を構築します

イ 新型コロナウイルス感染防止対策やAEDの設置、
適切な応急処置や自然災害等不測の事態への対
応力強化を図ります

イ デジタル技術を活用した文化芸術活動の取組や
オンラインでの活動の交流等に対し、社会教育施
設のもつ機能を提供し、市民の文化芸術活動を支
援します

ア 施設の利用促進と利便性の向上を図るため、施設
の貸出状況や他の文化施設の空室状況等最新の
情報を提供します

施設の利用の促進②

（７）文化芸術に係る環境の整備及び充実

施策の方向 具体的な施策

① 施設の整備充実 ア すべての利用者が安全・安心に文化芸術活動や
鑑賞ができる施設の適切な維持管理とともに、将
来を見すえた総合的な視点に基づく施設の充実
に努めます
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社会教育施設の整備（音別地区）

老朽化による施設･設備等の改
善を進め､安全･安心な学習機
会と場を確保することを目的と
する｡

事業名

音
別
生
涯
学
習
課

音別町ふれあい図書館
　・北側屋上防水修繕
音別町文化会館
　・１階西側・東側屋根等改修工事

計画的な整備を行う。

阿寒町公民館施設整備

公民館施設の整備更新を進
め、施設機能の充実を図り、施
設の適正な維持管理に努め
る。

事業名

阿
寒
生
涯
学
習
課

施  策  の  方  向 ①

事業名

各
文
化
施
設

適宜AEDの更新と応急手当訓練を実施する。

施設の整備充実

各
文
化
施
設

①文化会館
　　施設のｷｬｯｼｭﾚｽ化
②生涯学習ｾﾝﾀｰ
　　熱源空調用監視装置更新工事
　　非常用ﾊﾞｯﾃﾘｰ交換工事
　　ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ設備補修工事
　　外壁改修工事
　
その他施設も必要に応じた小規模修繕を行う。

計画的な整備を行う。

主管課

継続実施する。

令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組事業名 / 概要・ねらい

基   本   方   針 (7) 文化芸術に係る環境の整備及び充実

屋上防水工事 計画的な整備を行う。

各文化施設の整備

生涯学習ｾﾝﾀｰや文化会館、
図書館、こども遊学館等の文化
施設において、市民が安全安
心・快適に活動するため、計画
的な施設整備に努める。

事業名

各施設のAED設置と心肺蘇生法
等の応急手当講習会の受講

各文化施設にＡＥＤを設置し、
施設の職員が心肺蘇生法を含
む応急手当に関する講習を受
け、市民が安心して活動できる
よう万全の体制を整える。
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継続して取り組む。

郷土作家資料の整備

郷土作家にまつわる文学資料
の収集・保存と整理

事業名

文
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

(7) 文化芸術に係る環境の整備及び充実

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和6年度以降の取組

② 施設の利用の促進

基   本   方   針

施  策  の  方  向

令和5年度事業計画

文
化
振
興
財
団

（
生
涯
学
習
課

）

生涯学習ｾﾝﾀｰ、市民文化会館等で行われるｲﾍﾞﾝ
ﾄ等について、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや広報くしろ「生涯学習ｶﾞ
ｲﾄﾞ」で情報発信する。
生涯学習ｾﾝﾀｰ、市民文化会館、交流ﾌﾟﾗｻﾞさいわ
いにおいて、他施設の空き部屋状況等の情報を
相互に提供する。

施設利用促進のための情報提供

年間を通じた施設の利用促進
と利用者の利便性の向上を図
るため、施設の貸出状況や施
設間の連携による他の施設の
空き状況、ｲﾍﾞﾝﾄ等の情報を提
供する。

情報提供に継続して取り組む。

文
化

（
社
会
教
育

）
施
設

釧路市中央図書館・こども遊学館・博物館等が連
携し事業を検討する。

連携事業を検討する。

施設間の連携事業の実施

各文化（社会教育）施設が互い
に連携を図りながら講演会やｲ
ﾍﾞﾝﾄﾅﾄﾞｦ実施する。

事業名

事業名

文学関係団体等と協力し、資料の収集（寄贈・購
入）を進める。
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イ 姉妹･友好都市等との交流事業を積極的に行うな
ど、国内外との文化交流を促進します

イ 文化芸術の歴史等に関する貴重な資料をデジタ
ルデータ化し、保存･保全に取り組むとともに、市
民が活用しやすい情報の提供を行います

② 交流によるネットワーク
の形成

ア 世代や地域を超えた広域的な文化芸術活動の交
流により、文化芸術の新たなネットワークを形成し、
相互の活動を促進します

（８）文化芸術に係る情報の発信及び交流の促進

施策の方向 具体的な施策

① 文化芸術に関する情報
発信の充実

ア 市のホームページやＳＮＳ、「広報くしろ」など、さま
ざまな媒体により最新の文化芸術情報を発信しま
す
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釧路新書・叢書の発刊

釧路地域の歴史や文化、産業
などを紐解く書籍として発刊す
る。

事業名

生
涯
学
習
課

釧路新書第35巻「伝えたい蔵の記憶」（仮名）を発
刊する。

新書・叢書を継続して発刊する。

生
涯
学
習
課

市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞによる公開
作成・公開を継続する。

文化芸術団体の紹介

地元の各種文化芸術団体の活
動を市のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを通じて市
民に広く紹介する。

事業名

生
涯
学
習
課

釧路市のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにより、釧路市の各文化団体
の活動情報を広く発信する。

継続して発信する。

事業名

生
涯
学
習
課

「生涯学習ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ」の作成･公
開

市民の目的にあった学習内容
や、興味関心のある活動等の
情報を広く発信するため、各社
会教育施設、文化･ｽﾎﾟｰﾂｻｰｸ
ﾙ、市民講師登録制度「生涯学
習人材ﾊﾞﾝｸ」等を紹介するﾊﾝ
ﾄﾞﾌﾞｯｸを作成するとともに、HP
においても公開する。

事業名

主管課 令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

「広報くしろ（生涯学習ｶﾞｲﾄﾞ）」によ
る情報提供

市民の生涯学習推進と文化振
興のため、講座、ｻｰｸﾙ催事等
に係る生涯学習及び文化芸術
の多岐にわたる情報を市民に
広く提供する。

「広報くしろ(生涯学習ｶﾞｲﾄﾞ)」(月1回見開き2ﾍﾟｰｼﾞ
分発行)

下記掲載施設で実施される催事等の掲載を行う。
(市立博物館、市立美術館、生涯学習ｾﾝﾀｰ、市民
文化会館、釧路市中央図書館、こども遊学館、道
立釧路芸術館、湿原の風ｱﾘｰﾅ釧路等ｽﾎﾟｰﾂ施
設)

継続実施する。

基   本   方   針 (8) 文化芸術に係る情報の発信及び交流の促進

施  策  の  方  向 ① 文化芸術に関する情報発信の充実

事業名 / 概要・ねらい
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動物園ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、Instagram、ﾂｲｯﾀｰなどのｿｰｼｬ
ﾙﾈｯﾄﾜｰｸを利用して、引き続き動物園の様子や活
動を紹介して行く。感染状況次第では徐々にｲﾍﾞﾝ
ﾄの規模を元に戻し北海道ｿﾞｰﾝｶﾞｲﾄﾞの再開を行
う。

動物園情報を継続して提供する。

動物園情報の発信

動物園内の北海道ｿﾞｰﾝでの動
物と環境に関する催事や現在
の様子等について情報発信
し、郷土の自然環境の保全意
識の向上を図る。

事業名

期間　講座終了後
対象者　市民学園講座の受講者
ｱﾝｹｰﾄ内容　　講座の感想・意見、受講内容の活
用状況等

継続実施する。

市民ﾆｰｽﾞの把握

受講者に対しｱﾝｹｰﾄを行い、
今後の講座実施に活かす。

事業名

生
涯
学
習
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

（
生
涯
学
習
課

）

事業名

動
物
園

博
物
館

Ｗｅｂｻｲﾄ、広報くしろ、SNS、ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ、ﾎﾟｽﾀｰや
ﾁﾗｼなどを組み合わせた情報を効果的に発信す
る。
ｵﾝﾗｲﾝでの動画配信、情報発信やｵﾝﾗｲﾝｺﾝﾃﾝﾂ
の充実、地域の魅力の発信についても引き続き検
討する。

事業名

図
書
館

（
生
涯
学
習
課

）

引き続き図書館の５階郷土ｽﾍﾟｰｽで釧路地方の地
域資料の収集、保存に努め、北海道内の市町村
史などを所蔵と公開を行うとともに、未収集資料の
保存方法や収集方法等についても、関係機関と連
携し、検討を進めていく。

博物館情報の発信

博物館の活動を広く紹介する
ために、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ及び広報く
しろでの広報を行う。

事業名 / 概要・ねらい 主管課

【再掲】地域資料の公開

地元にゆかりのある人物や歴
史に焦点をあてた資料を公開
する。

基   本   方   針 (8) 文化芸術に係る情報の発信及び交流の促進

施  策  の  方  向 ① 文化芸術に関する情報発信の充実

令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

地域資料の継続した収集、保存、
公開に努める。
また、地域資料のデジタルデータ
化とともにＷｅｂ公開についても検
討する。

適切な手段にて継続して発信して
いく。
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基   本   方   針 (8) 文化芸術に係る情報の発信及び交流の促進

施  策  の  方  向 ① 文化芸術に関する情報発信の充実

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

事業名

文
学
館

（
生
涯
学
習
課

）

文学館ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰ委員会の意見を取り入れながら
年4回の企画展示を実施するとともに、地元出身作
家の著書や著書に使用された挿絵原画の絵葉書
の販売等により、釧路の文学の普及に取り組む。

継続して取り組む。

【再掲】釧路地域の文学紹介

釧路文学館において、釧路の
文学の歴史をひも解く手がかり
となる、多くの文学資料を公開
し、市民が文学にふれる機会
を提供する。

事業名

文
化
振
興
財
団

（
生
涯
学
習
課

）

生涯学習ｾﾝﾀｰ、市民文化会館等で行われるｲﾍﾞﾝ
ﾄ等について、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや広報くしろ「生涯学習ｶﾞ
ｲﾄﾞ」で情報発信する。
生涯学習ｾﾝﾀｰ、市民文化会館、交流ﾌﾟﾗｻﾞさいわ
いにおいて、他施設の空き部屋状況等の情報を
相互に提供する。

情報提供に継続して取り組む。

【再掲】施設利用促進のための情
報提供

年間を通じた施設の利用促進
と利用者の利便性の向上を図
るため、施設の貸出状況や施
設間の連携による他の施設の
空き状況、ｲﾍﾞﾝﾄ等の情報を提
供する。
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基   本   方   針 (8) 文化芸術に係る情報の発信及び交流の促進

施  策  の  方  向 ② 交流によるネットワークの形成

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

事業名

生
涯
学
習
課

2年に一度の相互交流
令和5年度の出水市訪問団受け入れに向け、事業
実施に係る予算要求等、各種準備を行う。

出水市文化交流事業
令和6年1月開催予定
内容①文化の交歓大会
　　　②交流展示発表会

継続して取り組む。

文化交流の推進

姉妹都市・友好都市との文化
交流のほか、国内外との文化
交流を促進する。

継続実施する。

【再掲】釧路市芸術祭･阿寒町総
合芸術祭･音別町総合文化祭

地域の文化芸術団体・個人の
作品の展示やステージ発表
等、日頃の活動成果を発表す
るとともに、参加者同士の交流
を深め、ネットワークを広げる。

事業名

生
涯
学
習
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

（
生
涯
学
習
課

）

期日　11月11日・12日
場所　釧路市生涯学習ｾﾝﾀｰ
参加団体数　60件（予定）

継続実施する。

【再掲】生涯学習ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

各種文化団体等との連携によ
り、体験講座・発表会・学習会
等の交流を行うことで、市民に
学習機会や情報を提供する。

事業名

生
涯
学
習
課

令和4年度は交流事業実施なし。
令和5年度の出水市訪問団受け入れに向け、事業
実施に係る予算要求等、各種準備を行う。

出水市文化交流事業
令和５年１月開催予定
内容①文化の交歓大会
　　　②交流展示発表会

継続実施する。

友好都市出水市文化交流事業

鶴が取り持つ縁で、平成元年
に鹿児島県出水市と友好都市
提携を結び、2年に1度、相互
に行き来し文化交流を行って
いる。

事業名

各
文
化
施
設

①釧路市芸術祭
　　期日　10月10日～11月5日
　　会場　生涯学習ｾﾝﾀｰ
②阿寒町総合芸術祭
　　期日　ｽﾃｰｼﾞ部門　11月3日
　　　　　　展示部門　　11月7日～16日
　　　　　　体験教室　　11月12日
　　会場　阿寒町公民館
③音別町総合文化祭
　　期日　発表部門  11月3日
　　　　　　展示部門  10月24日～11月1日
　　会場　音別町文化会館
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イ 庁内関係部署と連携を図り、長期滞在者への文化
芸術の情報や活動･参加機会を提供します

イ 北海道や他市町村における取組など、情報の収
集を行います

③ ア 釧路を訪れる観光客へ文化芸術関連情報を発信
し、釧路の魅力を知ってもらい、何度も足を運んで
もらう取組を進めます

観光客や長期滞在者へ
の文化芸術の情報･機
会の提供

イ アイヌ料理や郷土料理等を守り伝える取組として、
料理教室や講座等の開設を進めます

② ア 地域振興を図るため、関係機関や庁内関係部署
等と連携し、本市の文化芸術資源を活用した取組
を促進します

（９）その他文化芸術の振興に関する基本的な事項

施策の方向 具体的な施策

① ア 関係部署等との協力のもと、地元食文化の普及･
啓発と、地産地消の観点から地元食材の活用促
進に努めます

釧路独特の食文化の保
存・継承

文化芸術による地域の
振興
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そば打ち講座

釧路のそば文化を学ぶととも
に、そば打ちの手法を習得す
る教室を実施する。

生
涯
学
習
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

（
生
涯
学
習
課

）

講座名　市民学園講座「わくわくｾｶﾝﾄﾞﾗｲﾌ」
期日　    6月15日
参加者　20名
内容　　「そば打ちにチャレンジ」

継続実施する。

学校給食

地元の食材の豊かさを実感し、
ふるさと釧路の素晴らしさを再
認識してもらうことや、地産地消
の観点から、釧路産の食材を
利用した料理を提供する。

事業名

教
育
支
援
課
給
食
担
当

ふるさと給食の実施
年3回程度実施

継続実施する。

施  策  の  方  向 ① 釧路独特の食文化の保存・継承

事業名

生
涯
学
習
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

（
生
涯
学
習
課

）

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

地産地消の取組

地元産素材を利用した学習機
会を提供する。

講座名　市民学園講座「いきいき女性講座」
期日　    9月8日
内容　    「富貴紙作りを体験しよう」

継続実施する。

基   本   方   針 (9) その他文化芸術の振興に関する基本的な事項

事業名
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【再掲】動物園情報の発信

動物園内の北海道ｿﾞｰﾝでの動
物と環境に関する催事や現在
の様子等について情報発信
し、郷土の自然環境の保全意
識の向上を図る。

事業名

【再掲】ｼﾏﾌｸﾛｳ生息域外保全事
業

ｼﾏﾌｸﾛｳの保護増殖を推進す
る。

事業名

動
物
園

動物園ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、Instagram、ﾂｲｯﾀｰなどのｿｰｼｬ
ﾙﾈｯﾄﾜｰｸを利用して、引き続き動物園の様子や活
動を紹介して行く。感染状況次第では徐々にｲﾍﾞﾝ
ﾄの規模を元に戻し北海道ｿﾞｰﾝｶﾞｲﾄﾞの再開を行
う。

動物園情報を継続して提供する。

美
術
館

第71回釧路郷土作家展
①美術部門
　　期間　令和6年2月24日～3月3日(8日間)
②書道･写真部門
　　期間　令和6年3月16日～3月24日(8日間)

継続開催する。

継続して繁殖を進めるとともに、ｼﾏﾌｸﾛｳを貸与し
ている国内の動物園や環境省と協力して、繁殖つ
がいの形成に取り組み、遺伝的に健全な飼育集
団の形成を図る。

遺伝的に健全な飼育集団の形成
を目標に、北海道内で5つの繁殖
つがいを確保する。

動
物
園

その他文化芸術の振興に関する基本的な事項

② 文化芸術による地域の振興施  策  の  方  向

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

【再掲】郷土作家展

郷土作家の作品発表の場を確
保し、市民に鑑賞機会を提供
するとともに、指導者の養成を
図る。

基   本   方   針 (9)

事業名
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市民学園講座｢ﾗｲﾌｱｯﾌﾟ講座」

釧路の各分野について学べ
る、釧路再発見や転入者の気
軽な学習参加のための釧路入
門講座を開催する。

事業名

生
涯
学
習
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

（
生
涯
学
習
課

）

期間　5月～12月
参加者　講座毎18人
講座数　9講座9回
内容　釧路街めぐり、環境施設見学講座、大学生
のための釧路講座、湿原ほたる講座、ﾀﾝﾁｮｳ、ｱｲ
ﾇに関する講座など釧路地方の自然や歴史を知
る。

継続実施する。

観光客や長期滞在者へのPR

市民学園講座「釧路学教養講座」

道東地方の自然や史跡を学芸
員等の説明付きで巡るなど、幅
広く釧路地方の自然と歴史を
探求する講座を開催する。

事業名

生
涯
学
習
ｾ
ﾝ
ﾀｰ

（
生
涯
学
習
課

）

期間　5月13日～12月2日
参加者　13人
回数　全13回
内容　現地訪問学習、講義学習

継続実施する。

事業名

博
物
館

①ようこそ釧路へ
　　期日　令和5年4月15日・16日
　　会場　常設展示室
②展示解説の多言語化
　　韓国語の展示解説を新たに作成、
　　Web等で公開する。

継続実施する。あわせて、音声ｶﾞｲ
ﾄﾞの多言語化を検討・実施してい
く。

【再掲】学芸員展示解説

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

生
涯
学
習
課

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等により情報を提供する。
また、長期滞在者に対し「くしろｽﾃｲﾒﾝﾊﾞｰｽﾞｶｰﾄﾞ」を発
行し、教育委員会関係では次の特典を実施する。
①美術館ｺﾚｸｼｮﾝ展、博物館の65歳以上入場料無料
②美術館特別展、遊学館展示室及びﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ観覧
料、鳥取温水ﾌﾟｰﾙ、阿寒町ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰﾌﾟｰﾙ、音別町
温水ﾌﾟｰﾙの65歳以上の入場料減額（美術館特別展は
年齢条件なし）
③阿寒ｼﾙﾊﾞｰ大学、生涯学習ｾﾝﾀｰ開催の一部の市
民対象講座への参加
④釧路市中央図書館、阿寒町公民館図書室での図書
貸出（10日間以上滞在者）
⑤さいわい食堂の食事を注文した方に限り、ﾐﾆｻﾗﾀﾞの
提供と13時以降の来店者にｺｰﾋｰもしくは紅茶の提供

継続実施する。
釧路市に訪れる観光客や長期
滞在者、新たに転入された
方々へ釧路の文化芸術に関心
を持ち、活動・参加してもらうた
めのＰＲ活動を行う。

基   本   方   針 (9) その他文化芸術の振興に関する基本的な事項

施  策  の  方  向 ③ 観光客や長期滞在者への文化芸術の情報･機会の提供

博物館常設展および特別展に
ついて、展示内容にﾌﾟﾗｽして
学芸員が来館者に情報提供す
る。また、音声ｶﾞｲﾄﾞの貸出を行
い、文字・音声によっても情報
提供する。

事業名
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外国語による案内表示

外国人観光客が釧路市の歴史
や文化をより理解していただく
ため、外国語によるﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄや
案内板等を設置する。

生
涯
学
習
施
設

各施設適切な整備を行う。 取組を継続する。

事業名 / 概要・ねらい 主管課 令和5年度事業計画 令和6年度以降の取組

基   本   方   針 (9) その他文化芸術の振興に関する基本的な事項

施  策  の  方  向 ③ 観光客や長期滞在者への文化芸術の情報･機会の提供

事業名
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